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図 1 [Fe(LpyC16)2(NCS)2]の 
磁化率の温度変化。 
図 2 [Fe(LHC16)2(NCS)2]の 
磁化率の温度変化。 
図 3 [Fe(py3C−OH)2(NCS)2]の 
磁化率の温度変化。 
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温をまたぐ 90 K 級の転移幅を持つ SCO(図 1)錯体の詳細を明らかにし、置換基効果、アルキル鎖
がもたらす協同効果を議論することができた。さらに類似配位子である LHC16 を用いた鉄(II)錯
体では、過冷却状態による高スピン錯体から SCO 錯体への変化を磁気挙動(図 2)において確認し、
詳細を明らかにした。また、光励起状態捕捉の実験では、トリスピリジルメタン誘導体 2)を配位
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